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課
題
・
方
法
・
資
料

一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
日
本
に
は
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
多
く
の
書
物
が
流
入
す
る
と
と
も
に
、
明
清
交
替
に
と
も
な

う
亡
命
や
黄
檗
僧
の
渡
来
と
い
う
か
た
ち
で
、
多
く
の
中
国
知
識
人
が
来
日
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
学
者

た
ち
の
あ
い
だ
で
、
同
時
代
の
中
国
に
対
す
る
関
心
、
と
り
わ
け
同
時
代
の
中
国
語
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
岡
島
冠
山
（
一
六
七
四

〜
一
七
二
八
）
ら
唐
話
に
通
じ
た
人
々
の
東
行
は
、
さ
ら
に
こ
の
関
心
を
高
め
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
奥
村
佳
代
子
は
、「
当
時
の
学

者
は
、
新
し
い
中
国
書
籍
を
読
む
た
め
に
、
そ
の
言
葉
を
是
非
と
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
学
者
や
知
識
人
の
間
で
、
唐
話
を
学
ぼ

う
と
い
う
気
運
は
高
ま
る
一
方
だ
っ
た
）
1
（

」
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
唐
話
学
の
興
隆
、
唐
話
学
習
熱
の
高
揚
と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
る
）
2
（

。
こ
の
風
潮
の
な
か
に
は
、
好
学
で
知
ら
れ
る
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
と
そ
の
重
臣
柳
沢
吉
保
、
さ
ら
に
は
柳
沢
家
の
儒
臣
た

1



ち
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
唐
話
知
識
の
必
要
性
を
最
も
強
く
唱
え
た
の
は
、
当
時
柳
沢
吉
保
の
儒
臣
で
あ
っ
た
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜

一
七
二
八
）
で
あ
る
。
徂
徠
は
、
最
初
に
唐
話
を
学
ん
だ
儒
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
早
い
時
期
か
ら
唐
話
へ
の
関
心
を
示
し

た
）
3
（

。
石
崎
又
造
は
、「
従
来
西
陲
の
一
隅
に
限
ら
れ
て
い
た
唐
話
学
は
徂
徠
の
如
き
偉
大
な
学
者
の
賛
同
と
長
崎
出
身
の
冠
山
及
大
潮
等

の
指
導
を
得
て
始
め
て
学
界
の
注
目
す
る
所
と
な
っ
た
）
4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
の
ち
に
徂
徠
は
古
文
辞
学
を
確
立
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
唐
話
の
学
習
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
）
5
（

。『
六
諭
衍
義
』
に
訓
点
を
施
し
た
り
、
明
律
の
研
究
を
し
て
『
明
律
国
字
解
』
を
著
し
た
り
す

る
う
え
で
も
、
唐
話
の
知
識
は
重
要
で
あ
っ
た
）
6
（

。

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
荻
生
徂
徠
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
、『
訳
文
筌
蹄
』
と
い
う
書
物
を
著
し
刊
行
し
て
い
る
。『
訳
文
筌
蹄
』

と
は
、
同
訓
の
漢
字
の
意
味
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
字
書
で
あ
り
、
近
世
中
期
以
降
、
広
く
利
用
さ
れ
た
。
こ

の
字
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
唐
話
の
知
識
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
が
分
析
の
対

象
と
す
る
の
は
、
こ
の
特
徴
的
な
叙
述
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
特
徴
的
な
叙
述
の
例
を
網
羅
的
に
集
め
、
分
析
す
る
こ
と
で
、
荻
生
徂

徠
に
お
け
る
唐
話
の
知
識
の
由
来
と
理
解
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
徂
徠
学
成
立
以
後
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

近
世
ま
で
、
中
国
語
を
理
解
す
る
主
な
手
段
と
し
て
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
訓
読
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
訓
読
に
疑
問
を
持
ち
、「
崎
陽
之
学
）
7
（

」
を
主
張
し
た
の
が
、
荻
生
徂
徠
で
あ
る
。
こ
こ
で
先
行
研
究
に
検
討
を
加
え
て

お
く
と
、
徂
徠
の
唐
話
に
対
す
る
態
度
に
関
し
て
、
六
角
恒
広
は
、
原
双
桂
（
一
七
一
八
〜
一
七
六
七
）
の
唐
話
の
稽
古
に
見
ら
れ
る

「
古
今
ノ
変
、
雅
俗
ノ
別
ヲ
弁
知
シ
、
得
失
ヲ
正
シ
、
是
非
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
其
本
来
真
面
目
ノ
正
音
ノ
ミ
ヲ
操
）
8
（

」
る
音
韻
研
究
と
比
較
し

て
、「
徂
徠
の
唐
話
観
は
、
儒
者
の
立
場
か
ら
、
唐
話
を
一
種
の
余
技
と
み
な
し
て
い
る
点
に
あ
っ
て
、
こ
の
原
双
桂
の
よ
う
な
真
剣
さ

2



荻生徂徠『訳文筌蹄』における「俗語」受容

は
見
ら
れ
な
い
）
9
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
武
内
真
弓
は
、
徂
徠
の
唐
話
学
習
は
人
生
の
か
な
り
の
期
間
を
割
い
て
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、「
余
技
」
に
と
ど
ま
ら
ず
「
中
国
の
古
典
の
研
究
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
目
的
」
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
）
10
（

。
本
稿
の
立
場
は

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
武
内
に
近
い
が
、
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
「
俗
語
」
の
引
用
例
か
ら
見
る
と
、
徂
徠
が
「
中
国
の
古
典
の
研
究
に

利
用
し
よ
う
と
い
う
目
的
」
を
超
え
て
、
当
時
の
現
代
中
国
語
に
幅
広
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
訳
文
筌
蹄
』
は
、
徂
徠
の
言
語
観
の
反
映
さ
れ
た
著
作
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
も
中
国
に
お
い
て
も
、
し
ば

し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
）
11
（

。
そ
こ
で
は
、
徂
徠
の
訓
読
否
定
論
や
華
音
直
読
論
が
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
徂
徠
が
当
時
の

現
代
中
国
語
（
唐
話
）
に
つ
い
て
持
っ
て
い
た
知
識
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
徂
徠
が
「
崎
陽
之

学
」
を
唱
え
た
こ
と
自
体
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
徂
徠
の
唐
話
に
関
す
る
知
識
自
体
は
い
ま
も
っ
て
十
分
に
は
分
析
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
か
た
ち
で
『
訳
文
筌
蹄
』
に

書
き
込
ま
れ
て
い
る
唐
話
に
関
す
る
具
体
的
な
知
識
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徂
徠
に
お
け
る
唐
話
の
知
識
の
由
来
と
理
解
の
程
度

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
国
会
図
書
館
に
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
写
本
（
通
称
「
国
会
本
」）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
12
（

。
こ
の
国
会
本
は
、
徂
徠
が
二

五
、
六
歳
頃
に
行
っ
た
講
義
を
、
塾
生
の
吉
田
有
隣
と
僧
天
教
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
に
『
訳
文
筌
蹄
』

初
編
に
収
め
ら
れ
た
「
題
言
十
則
」
に
お
い
て
徂
徠
自
身
が
「
是
の
編
…
蒙
生
伝
写
し
て
、
脛
無
き
に
千
里
の
外
に
走
る
）
13
（

」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、『
訳
文
筌
蹄
』
は
す
で
に
写
本
の
段
階
で
広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
国
会
本
の
巻
六
巻
七
と
巻
十
巻
十
一
に
当
た
る

部
分
を
修
正
補
充
し
、「
訳
準
一
則
」「
題
言
十
則
」「
凡
例
三
則
」
を
新
た
に
加
え
、
一
七
一
四
（
正
徳
四
）
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て

刊
行
し
た
の
が
、
本
稿
で
扱
う
『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
本
稿
の
注
目
す
る
「
俗
語
」
の
引
用
例
に
つ
い
て
、
国
会
本
と

版
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
版
本
の
ほ
う
が
は
る
か
に
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
版
本
に
は
、
長
期
間
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に
わ
た
る
徂
徠
の
唐
話
学
習
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
国
会
本
で
は
な
く
、
版
本
（『
訳
文
筌
蹄
』

初
編
）
を
主
な
分
析
の
対
象
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
一
七
九
六
（
寛
政
八
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
訳
文
筌
蹄
』
後
編
三
巻
三
冊
も
存
在
す

る
が
、
こ
れ
は
徂
徠
の
遺
稿
を
も
と
に
後
人
が
増
補
修
正
を
加
え
た
も
の
な
の
で
、
分
析
に
そ
の
こ
と
が
影
響
し
な
い
よ
う
、
本
稿
で
は

扱
わ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
、
本
稿
の
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
と
、『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
に
つ
い
て
は
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
二
巻

（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
第
三
章
で
比
較
対
象
と
し
た
岡
嶋
冠
山
『
唐
話
類
纂
』
に
つ
い
て
は
古
典
研
究
会
編

『
唐
話
辭
書
類
集
』
第
一
集
（
汲
古
書
院
、
一
九
六
九
年
、
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
に
成
立
し
た
写
本
の
転
写
本
の
影
印
を
収
録
）、

同
『
唐
話
纂
要
』
に
つ
い
て
は
同
第
六
集
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
刊
本
の
影
印
を
収
録
）
に
よ
っ
た
。

本
稿
は
全
4
章
で
構
成
さ
れ
る
。
続
く
第
二
章
で
は
、
荻
生
徂
徠
に
と
っ
て
『
訳
文
筌
蹄
』
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
の
著
作
で
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
成
書
時
期
や
当
時
の
社
会
背
景
、
そ
し
て
内
容
の
構
成
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
う
え
で
第

三
章
で
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
特
徴
的
な
記
述
で
説
明
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
用
例
を
網
羅
的
に
集
め
、
当
時
の

中
国
白
話
小
説
に
用
例
を
探
り
、
さ
ら
に
当
時
の
代
表
的
な
唐
話
辞
書
『
唐
話
纂
要
』
な
ど
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
荻
生
徂
徠
『
訳
文
筌

蹄
』
に
お
け
る
唐
話
知
識
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。
さ
ら
に
第
四
章
で
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
特
徴
的

な
記
述
に
見
ら
れ
る
唐
話
知
識
の
由
来
と
、
徂
徠
が
ど
の
よ
う
に
唐
話
を
受
け
い
れ
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を

通
し
て
、「
俗
語
」
受
容
の
観
点
か
ら
、
荻
生
徂
徠
に
お
け
る
唐
話
の
知
識
の
由
来
と
理
解
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
近
世

の
儒
学
者
の
古
典
漢
文
お
よ
び
当
時
の
現
代
中
国
語
に
関
す
る
知
識
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
は
ら
ん
で
い
た
思

想
史
的
な
可
能
性
を
問
う
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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2　

荻
生
徂
徠
『
訳
文
筌
蹄
』
の
位
置
づ
け
と
特
徴

荻
生
徂
徠
『
訳
文
筌
蹄
』
は
、
二
つ
の
点
で
注
目
に
値
す
る
。
一
点
目
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
早
い
時
期
の
字

書
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
じ
時
期
に
著
さ
れ
た
字
書
と
し
て
は
、
伊
藤
東
涯
の
『
操
觚
字
訣
』
も
あ
る
。
江
戸
時
代
の
儒
学
者
に

よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
字
書
が
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
期
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
『
訳
文
筌
蹄
』
は
最
も
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
た
字
書
の
一
つ
で
あ
る
）
14
（

。

二
点
目
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
に
は
、『
操
觚
字
訣
』
な
ど
同
時
代
の
他
の
字
書
と
は
異
な
っ
て
、
唐
話
に
関
す
る
知
識
が
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。『
訳
文
筌
蹄
』
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
は
、
唐
話
へ
の
注
目
が
高
ま
る
の
に
つ
れ
、
唐
話
に
関
す
る
知
識
も
徐
々
に
蓄

積
さ
れ
て
い
た
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
岡
嶋
冠
山
の
『
唐
話
纂
要
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
こ
れ
よ
り
後
の
享
保
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
り
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
唐
話
に
関
す
る
知
識
は
当
時
目
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

荻
生
徂
徠
が
柳
沢
吉
保
に
抜
擢
さ
れ
そ
の
儒
臣
に
な
っ
た
の
は
、
一
六
九
六
（
元
禄
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
徂
徠
は
、
柳
沢
吉
保
を

重
用
し
た
将
軍
綱
吉
の
御
前
で
、
鞍
岡
元
昌
に
よ
る
唐
音
の
『
大
学
』
講
義
の
通
事
を
し
た
り
、
ほ
か
の
儒
臣
た
ち
と
唐
音
で
儒
学
に
関

す
る
問
答
を
し
た
り
し
て
い
る
）
15
（

。
こ
の
時
期
す
で
に
通
訳
を
し
た
り
問
答
を
し
た
り
す
る
ほ
ど
の
唐
話
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

徂
徠
の
唐
話
学
習
は
遅
く
と
も
こ
れ
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
、
一
七
〇
七
（
宝
永
四
）
年
九
月
に
は
、
紫
雲

山
瑞
聖
寺
甘
露
堂
で
、
徂
徠
は
初
め
て
黄
檗
宗
の
僧
侶
で
あ
る
中
国
浙
江
省
杭
州
府
出
身
の
悦
峯
と
筆
談
す
る
な
ど
）
16
（

、
当
時
徂
徠
は
活
発

に
唐
話
学
習
を
し
て
い
た
。
一
七
〇
九
（
宝
永
六
）
年
の
綱
吉
の
死
去
と
吉
保
の
失
脚
に
よ
り
、
徂
徠
は
柳
沢
藩
邸
を
離
れ
て
江
戸
茅
場

町
に
私
塾
蘐
園
塾
を
開
く
が
、
一
七
一
一
（
正
徳
元
）
年
に
は
、
蘐
園
塾
で
唐
話
の
研
究
会
で
あ
る
「
訳
社
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
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こ
に
招
請
し
た
唐
話
講
師
の
一
人
に
は
、
岡
嶋
冠
山
が
い
た
。『
訳
文
筌
蹄
』
は
、
こ
の
よ
う
な
唐
話
学
習
を
し
て
い
る
時
期
に
推
敲
さ

れ
、
一
七
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
一
七
一
四
年
は
、
荻
生
徂
徠
は
四
八
歳
で
、「
訳
社
」
で
の
学
習
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
徂
徠
が
唐
話
に
言
及
す
る
こ
と
は
減
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
は
、
徂
徠
の

な
か
で
は
、
自
分
の
唐
話
学
習
の
集
大
成
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
以
下
で
は
、
徂
徠
の
『
訳
文
筌
蹄
』
を
、
彼
の
唐

話
学
習
の
到
達
点
で
あ
り
、
そ
の
次
の
段
階
の
応
用
（
明
律
研
究
）
に
向
か
っ
て
い
く
転
換
点
で
も
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
立
場
か
ら
、

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

さ
て
、『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
の
巻
首
に
は
、
荻
生
徂
徠
が
学
問
の
方
法
を
論
じ
た
「
題
言
十
則
」
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は

「
崎
陽
之
学
」（
唐
話
学
）
の
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
則
で
は
、「（
憲
廟
（
＝
五
代
将
軍
綱
吉
）
学
を
好
み
、
…
而
も
能
く

海
舶
来
の
和
訓
無
き
を
読
む
者
を
求
む
る
に
、
寥
寥
乎
と
し
て
幾
く
も
無
し
」
と
、
当
時
の
好
学
の
風
潮
と
、
そ
れ
に
追
い
つ
か
な
い
学

者
の
中
国
語
知
識
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
な
ど
か
ら
日
本
に
入
っ
て
く
る
中
国
語
の
書
物
を
訓
点
無
し
に
は
読
め

な
い
学
者
が
多
い
こ
と
を
徂
徠
が
問
題
視
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
が
『
訳
文
筌
蹄
』
成
立
の
背
景
に
は
あ
っ

た
。そ

し
て
、
中
国
語
を
学
習
・
理
解
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
、
蘐
園
塾
の
「
学
問
の
法
」
と
し
て
、
第
五
則
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
予
れ
嘗
て
蒙
生
の
為
に
学
問
の
法
を
定
む
。
先
づ
崎
陽
之
学
を
為
し
、
教
ふ
る
に
俗
語
を
以
て
し
、
誦
す
る
に
華

音
を
以
て
し
、
訳
す
る
に
此
の
方
の
俚
語
を
以
て
し
て
、
絶
し
て
和
訓
廻
環
の
読
み
を
作
さ
し
め
ず
」。
徂
徠
は
こ
こ
で
、「
崎
陽
の
学
」

（
唐
話
学
）
と
「
和
訓
廻
環
の
読
み
」（
漢
文
訓
読
）
と
「
訳
」（
現
代
日
本
語
訳
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
中
国
語
の
テ
キ

ス
ト
を
正
確
に
読
解
す
る
に
は
、
従
来
の
漢
文
訓
読
は
不
十
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
頼
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
か
わ
り
「
崎
陽
の
学
」
を
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荻生徂徠『訳文筌蹄』における「俗語」受容

実
践
し
「
華
音
を
以
て
」
音
読
す
る
と
と
も
に
、
現
代
日
本
語
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
意
味
を
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
蘐
園
塾
の
「
学
問
の
法
」
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
約
百
年
が
経
ち
、
好
学
の
風
潮
が
盛
ん
に
な
る
な

か
、
中
国
語
に
対
す
る
理
解
の
水
準
も
高
ま
り
、
中
国
語
と
日
本
語
は
別
の
言
語
な
の
だ
と
い
う
認
識
に
は
じ
め
て
は
っ
き
り
と
立
脚
し

て
、
新
た
な
学
問
方
法
を
提
起
し
た
の
が
、『
訳
文
筌
蹄
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
は
、
い
ま
分
析
し
た
「
題
言
十
則
」
等
と
、
本
文
部
分
を
な
す
字
書
六
巻
か
ら
な
る
。
字
書
の
部
分
で
は
、
同
訓

異
義
字
お
よ
び
和
訓
が
不
的
確
な
文
字
を
「
虚
字
」（
動
詞
）・「
半
虚
字
」（
形
容
詞
）
を
中
心
に
お
よ
そ
一
六
七
五
字
以
上
取
り
上
げ
、

そ
の
意
味
の
違
い
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
巻
六
で
は
、「
誤
錯
過
」
の
三
文
字
に
つ
い
て
、
和
訓
で
は
同
じ
く
「
ア

ヤ
マ
ル
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
が
、「
誤
」
は
「
シ
ゾ
コ
ナ
イ
」、「
錯
」
は
「
歯
入
レ
チ
ガ
ヒ
テ
ア
ル
」、
そ
し
て
「
過
」
は
「
悪
ノ
心
ナ
キ
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
弁
別
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
例
で
と
く
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、「
錯
」
の
項
目
に
、「
俗
語
ニ
ハ
誤
字
ノ
代
ニ

皆
錯
ノ
字
ヲ
用
ユ
」
と
い
う
「
俗
語
」
の
使
い
方
の
説
明
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
訳
文
筌
蹄
』
で
は
、
同
訓
異
義
字
の
意
味
を
弁
別
す
る
際
に
、「
俗
語
」（
唐
話
）
の
知
識
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
荻
生
徂
徠
の
唐
話
知
識
は
、
ど
こ
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
れ
く
ら
い
確
か
な
も
の
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

3　
『
訳
文
筌
蹄
』
に
お
け
る
「
俗
語
」
の
解
説
例
と
そ
の
分
析

ま
ず
は
、【
表
1
】【
表
2
】
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
に
お
け
る
「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
解
説
の
例
を
、

す
べ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
俗
語
」
と
は
、
古
典
漢
文
と
は
区
別
さ
れ
る
、
当
時
の
現
代
中
国
語
の
話
し
言
葉
、
す
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【表1】　『訳文筌蹄』における「俗語」解説例（熟語の用例を含むもの）
漢字 原文内容
閑 俗語ニ空閑ハヒマナルコトナリ。
静 俗語ニサビシキコトヲ冷静トイフ。
動 俗語ノ動不動ハゼヒニト云フ意ナリ。是モ動轍ヨリ轉来レリ。
騒 俗語ニハ淫人ノ風流ナルヲ風騒トイヘリ。
利 俗語ニハスサマジク甚シキコトヲ利害トイフ。
保 俗語ニウケアフコトヲ保トイフ。保任ト連用ス、保戸保人皆ウケアヒノモノナリ。
強 俗語ニマサルトヨム。強似阿哥ハアニマサリナリ。
全完 俗語ニハ事ヲシマフコトヲ完了ト云。

好 俗語ニ好歹ト連用ス。
俗語ニ好大熱好大風好不大熱好不大風皆大熱大風ヲツヨク言フ詞ナリ。

兇 俗語ハ兇猛兇勇ナドヽ連用シテ、猛悪ノ義ニ用ユ。
装 俗語ニ打扮装扮ト云フハ衣服ノヤウス出立ナリ。
䊋 俗語ニ䊋扮ト云詞アリ。装扮トカクヲ音通スルユヘ、䊋扮トモカケリ。
文 俗語ニハキヤシヤナルコトヲ斯文ト云フ。又、轉用シテ文字ノコトヲ云フ。
明 月明ハ月ノアカリナリ。俗語ニハ月亮ト云フ。
浄 俗語ニ乾浄ト云ハ、モノヽキレイサツハトシタト云フ意ナリ。
熱 俗語ニ熱腸ト云フハ眞實ノ心入レヲ云フ。
精 俗語ニ成精的ト云ヘハモノヽ年月ヲ経テバケモノニナリタルコトナリ。

粗 俗語ニ精細物件トハ段物ルイノヨキ道具ナリ。粗重東西ハアラ道具ナリ。心粗トハ心ノ細密ニナキコトナリ。
膚粗トハキメノアラキコトナリ。

緊 俗語ニ不要緊ト云ハサマデ入用ニモナキコトセンモナキコトナリ。要緊ハセンニ入用ナルコトナリ。好得緊ハ
キツクヨキコト。冷得緊ハキツクサムキコト。畢竟得緊ノ二字助語ノ如シ。

遞 人ニ物ヲワタスコトヲ遞與ス遞過スト云フ。俗語ナリ。
鬆 俗語ニ緊ノ反對ニテ、縄ナドヲユルムルコトヲ鬆了ト云フ。
等 俗語ニハ們字ヲ用ユ、我們ナリ。
當 俗語ニ事ヲスルコトヲ勾當ト云フ。
兊 是モ俗語ナリ。兊銀子ハ両替ノコトナリ。
怪 俗語ニハ嗔怪ト連用ス。又、怪他ハカレヲイカルナリ。勿怪ハイカルコトナカレト云フコトナリ。
合 合同ハワリフノコトナリ。周禮ニ出ツ。俗語ニモ用ユ。
並并併 俗語ニ打併ト云ヒ、併了他ト云フ。結果了ト同シコトニテ、ウチ殺テノクルコトナリ。
休 俗語ニ罷休ト連用シテ、ヤメヨヨシニセヨト云フコトナリ。俗語ニ休言休説ナド皆勿レノ意味ナリ。
果 俗語ニ果然是好山ナト云フハ疑ヒモナクト云フホドノ意ナリ。
敢 俗語ニ不敢豈敢不敢當ナド、下ニ何モツヅケズツブテ文字ニ用ル時ハ謙退ノ辭ナリ。
行 俗語ニモノヽ才覺ナルコトヲ在行ト云フ。
破 破瓜ハ水アゲナリ。俗語ニハ梳弄ナリ。
害 俗語ニ害病ハ病ヲワヅラフコトナリ。
消 俗語ノ助語ニモチユトヨム。何消不消ノルイナリ。須字ノ意ナリ。

張（展）俗語ニハ了簡ノコトヲ云フ。没主張トハ不了簡ナルコトナリ。
起作興 俗語ニハ起身ト云フ。
小 俗語ニ小的小可ト云、非同小可ト云ハ、軽小ナルコトニテ、ナキト云フ意ナリ。
僅纔 俗語ニ方纔適纔皆適来ノ義ニ用ユ。イマト訳ス。
長 俗語ニ不長進トハヲトナシクナキ人カラヲイフ。
高 俗語ニ藝術ノ進ムコトヲ高起来トイフ。高手ハ上手ナリ。
低 俗語ニ藝術ノ下ルコトヲ低起来トイフ。
溜 俗語ニ溜去ト云フハ、蛇ナドノスイト云フテコケユクヲ云フ。

張（貼）俗語ニハフンベツノコトヲ主張ト云フ。ムフンベツナルコトヲ没主張ト云フ。
快忺慊 俗語ニハハヤキコトヲ快ト云フ。速字ノ如シ。箸ヲ快子ト云フ。
思 俗語ニ相思ト云ヘハ戀ノコトナリ。
憶 俗語ニハ専ラ記字ヲ覺ユルコトニ用ユ。記不得オボヘラレヌ記得オボヘテオル。
念 念頭ノコトヲモ又心ニ念頭ノウカムコトヲモイフ。又思慕ノ義ニモ用ユ。唐宋間ノ俗語ナリ。
想 俗語ニハオモヒ出スヲ想出来、ヲモヒ出サレヌヲ想不出。コノ時ハ憶ノ字ニ似タリ。カクオモフヲ這様想。
憐 六朝ノ俗語ニ情人ヲ憐ト云フ。
感 俗語ニハ感激ヲ感荷ノ意ニ用ユ。
喜 俗語ニ有喜ト云フハ婦人ノ孕ムコトナリ。
懽歡驩 俗語ニ歡喜ト連用シテ、喜字ノ義ナレトモ字書ニ喜樂也ト注シタル字ナリ。
慣 俗語ニキヽナレタルクセニテレナシタルクセニテト云フ時ニ慣聞慣看ナトヽ用ユ。助語ニ似タリ。
傚倣 俗語ニハ學字ヲマネヲスルコトニ用ユ。學好ヨキマネヲスルナリ。学歹アシキマネヲスルナリ。
冤 俗語ノ風流話ニハオモヒ人ヲ冤家トイフ。
忿 不字ハ助語ニテ、俗語ツヨク熱スルヲ好不熱、ツヨク冷ルヲ好不冷ト云フカ如シ。
怖 畏字ト同義ナリ。俗語字ナリ。後世ノ書ニアリ、今俗語ニハアマリ用ヒス。怖小児。
會 會得領會解會不會得等ミナ合点スルト云フホドノ語ナリ。俗語ナリ。
筭 俗語ニ数ノ内ニ入ルヲ筭得ト云ヒ、数ノ内ヘ入ラヌヲ筭不得ト云フ。
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荻生徂徠『訳文筌蹄』における「俗語」受容

な
わ
ち
唐
話
の
こ
と
で
あ
る
。【
表
1
】
は
、
た
と
え
ば
、「
閑
」
に
つ
い

て
、「
俗
語
ニ
空
閑
ハ
ヒ
マ
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
俗
語

ニ
…
」
と
い
う
解
説
の
う
ち
に
熟
語
の
用
例
を
含
む
も
の
で
あ
る
。【
表

2
】
は
、
た
と
え
ば
、「
速
」
に
つ
い
て
、「
俗
語
ニ
ハ
快
慢
ノ
字
ヲ
用
ヒ

テ
遅
速
ノ
字
ヲ
用
ヒ
ズ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
単
独
の
漢
字
の
字
義
の
み
を

説
明
し
て
、
熟
語
の
用
例
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。『
訳
文
筌
蹄
』
に

は
、「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
解
説
が
、
全
部
で
八
五
ヶ
所

あ
り
、
こ
の
う
ち
、【
表
1
】
に
ま
と
め
た
、
解
説
の
う
ち
に
熟
語
の
用

例
を
含
む
も
の
が
五
九
ヶ
所
、【
表
2
】
に
ま
と
め
た
、
熟
語
の
用
例
を

含
ま
な
い
も
の
が
二
六
ヶ
所
あ
る
。【
表
2
】
と
関
わ
っ
て
あ
ら
か
じ
め

指
摘
し
て
お
く
と
、
当
時
の
唐
話
字
書
は
、
二
字
以
上
の
単
語
に
つ
い
て

説
明
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
単
独
の
漢
字
の
字
義
を
説
明
す
る
も
の
は

少
な
い
）
17
（

。
二
六
ヶ
所
も
単
独
の
漢
字
の
「
俗
語
」
に
お
け
る
用
法
が
説
明

さ
れ
て
い
る
点
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
徂
徠
は
、【
表
1
】【
表
2
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
俗

語
」
知
識
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
と
関
わ
っ
て
参
考

に
な
る
の
は
、『
徂
徠
集
』
巻
十
所
収
の
「
送
野
生
之
洛
序
」
で
あ
る
。

徂
徠
は
、
そ
こ
に
お
い
て
、
自
分
の
華
音
の
師
友
お
よ
び
そ
の
教
材
に
つ

【表2】『訳文筌蹄』における「俗語」解説例（熟語の用例を含まないもの）
漢字 原文内容
速 俗語ニハ快慢ノ字ヲ用ヒテ遅速ノ字ヲ用ヒズ。
饒 俗語ニユルストヨム。
軟 俗語ニ多ク柔字ヲ用ヒズ。軟字ヲ用ユ。
硬 軟ノ對ナリ。俗語ニ多用ユ。堅固ニシテヤフレヌ意ナシ。
稠 俗語ニ粥ヤ糊ヤ或ハ痰唾等ノコキヲ稠トイフ。
善 俗語ニ是ト云カ如シ。
佳 佳字ハ雅語ナリ。好字ハ俗語ナリ。
紋 俗語ニハ紋ノコトヲ花ト云フ。
暗 闇誦ハ書ニ對セズシテソラニヨムコトナリ。背誦トモイフ。俗語ニハ背トバカリ云フ。
停 俗語ニヒトシトヨムモノ﹅等分ナルコトナリ
派 俗語ニワリツクルコトナリ。経済ノ書ニ多キ語ナリ。
俵 是モ俗語ニモノヲ分散スルコトナリ。
寫 俗語ニハ字ヲカクコトヲ云フ。書スルコトナリ。
抄 俗語ニハウツスコトヲ云フ。
常恒庸 常ノ字ハ俗語ニ用ヒテ恒字ハ俗語ニ用ヒザルユヘナリ。
窮 俗語ニハ貧ノコトヲ窮ト云フ。
訂 俗語ニハ書物ヲトヂルコトヲ訂ストイフ。
些 俗語ナリ。些少ノ義ナリ。又俗語ニ一種無義ノ些アリ。
濶 俗語ニハ此字ハカリ用ユ。
上 俗語ニモ用ユ。
降下 俗語ニ軽ク助字ノ如ク用ユルコトアリ。
疼痛 疼字ハ俗語ニ用ユルナリ。
弄 俗語ニハアチラヘトリマハシコチラヘトリマハシスルコトヲ弄ト云フ。
怕 俗語ニ恐字ト同義ナリ。然レトモ義廣シ。俗語ニハ此一字ニテ大形スムナリ。
錯 俗語ニハ誤字ノ代ニ皆錯ノ字ヲ用ユ。
贏 俗語ニ用ユ。
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い
て
、「
又
た
撝
謙
野
先
生
（
＝
中
野
撝
謙
）
を
得
て
以
て
之
を
友
と
す
。
…
…
其
の
学
は
大
氐
『
水
滸
』『
西
遊
』『
西
廂
』『
明
月
』
の

類
を
主
と
す
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
）
18
（

。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
徂
徠
の
周
辺
で
は
、『
水
滸
伝
』『
西
遊
記
』『
西
廂
記
』『
明
月

記
』
な
ど
元
明
の
白
話
小
説
が
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
徂
徠
の
「
俗
語
」
知
識
は
、
こ
の
よ
う

な
白
話
小
説
に
も
と
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

【
表
3
】
は
、【
表
1
】
に
ま
と
め
た
「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
解
説
の
う
ち
に
引
か
れ
て
い
る
熟
語
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
検
索
し
た

結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
検
索
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
知
网
（cnki.net

）
の
国
学
宝
典
数
据
库
な）19
（

ど
を
用
い
て
、
可
能
な
限
り

幅
広
く
用
例
を
探
し
た
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
行
っ
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
の
う
ち
に
非
常
に
た
く
さ
ん
の
用
例
が
見
つ
か
る

が
、
そ
の
検
索
結
果
を
整
理
し
て
み
る
と
、
明
代
に
刊
行
さ
れ
広
く
読
ま
れ
た
白
話
小
説
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
と
く
に
ヒ
ッ
ト
数
の
多

い
作
品
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。【
表
3
】
は
、
そ
の
よ
う
な
作
品
を
上
欄
に
掲
げ
、
そ
こ
で
の
用
例
数
と
具
体
的
な
用
例
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
用
例
を
挙
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
、
最
も
ヒ
ッ
ト
数
の
多
い
文
献
か
ら
、
徂
徠
の
解
説
し
て
い
る
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
用
例
を
一
例
の
み
を
挙
げ
た
。
な
お
、【
表
3
】
の
数
字
は
、
当
該
語
彙
の
検
索
結
果
で
あ
り
、
徂
徠
の

解
説
と
異
な
る
意
味
で
の
用
例
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
限
り
で
厳
密
さ
に
欠
け
る
部
分
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
の
傾
向
は
こ
の

【
表
3
】
か
ら
読
み
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。（
用
例
自
体
は
見
つ
か
る
も
の
の
、
徂
徠
の
解
説
す
る
意
味
で
の
用
例
が
見
つ
か
ら
な
い
熟
語

に
つ
い
て
は
、
※
を
付
し
た
）。

【
表
1
】
と
【
表
3
】
を
対
照
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
解
説
の
う
ち
に
引
か
れ
て
い
る
熟
語
の
用
例
を
検
出
で

き
た
の
は
、
全
五
九
件
の
う
ち
の
四
八
件
で
あ
る
。
こ
の
四
八
の
熟
語
の
用
例
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
文
献
と
し
て
、【
表
3
】
に
は
、

《
喻
世
明
言
》《
警
世
通
言
》《
醒
世
恒
言
》《
初
刻
拍
案
惊
奇
》《
二
刻
拍
案
惊
奇
》《
三
刻
拍
案
惊
奇
》《
西
厢
记
》《
三
国
演
义
》《
水
浒

传
》《
西
游
记
》
を
挙
げ
た
。
い
ず
れ
も
明
代
に
刊
行
さ
れ
広
く
読
ま
れ
た
白
話
小
説
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、《
三
国
演
义
》
は
『
通
俗
三
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荻生徂徠『訳文筌蹄』における「俗語」受容

【表3】徂徠の「俗語」知識と白話小説等における用例との対照表

漢字 熟語

書名とヒット数

用例原文（1例のみ挙例）

喻
世
明
言

警
世
通
言

醒
世
恒
言

初
刻
拍
案
惊
奇

二
刻
拍
案
惊
奇

三
刻
拍
案
惊
奇

西
厢
记

三
国
演
义

水
浒
传

西
游
记

閑 空闲 4 0 6 0 3 0 0 0 1 0 养娘常叫出外边杂差杂使，不容他一刻空闲。（《醒世恒言》第2卷）

静 冷静 3 3 3 2 2 0 0 0 0 0 只有牙婆是穿房入户的，女眷们怕冷静时，十个九个到要扳他来往。（《喻世明
言》第1卷）

動 動不動※ 2 4 3 10 5 0 0 0 1 2 然见女儿说话坚决，动不动哭个不住，又不肯饮食，恐怕违逆了他万一做出事
来。（《初刻拍案惊奇》第6巻）

騒 風騒 0 2 2 2 4 0 0 0 1 0 庆大郎此时把个身子抬在半天里了，好不风骚。（《二刻拍案惊奇》第11卷）

利 利害 19 16 48 17 21 2 3 23 25 36 先叙了儿子病势如何的利害，次叙着朱亲家夫妻如何的抱怨。（《醒世恒言》第 9
卷）

保 保人 0 0 0 2 1 0 0 1 1 1 如此说，要你做个大大保人，当有重谢。（《初刻拍案惊奇》第1巻）

強 強似 8 4 4 0 3 1 2 1 20 14 杨志道：“好汉既然认得洒家，便还了俺行李，更强似请吃酒。”（《水浒传》第
12回）

全完 完了 11 11 25 30 22 6 0 0 0 3 索性等他败完了，倒有个住场，所以再不去劝他。（《初刻拍案惊奇》第15巻）
好 好歹 12 10 22 36 44 8 2 5 24 68 老孙只管师父好歹，你与沙僧专管行李马匹。（《西游记》第23回）

兇 兇猛 0 0 1 0 0 0 0 0 4 6 悟空见他凶猛，即使身外身法，拔一把毫毛丢在口中嚼碎，望空喷去。（《西游
记》第2回）

装 装扮 2 3 5 2 2 0 0 0 3 3 勤公教勤婆将媳妇装扮起来，却请林公进房。（《醒世恒言》第5卷）
文 斯文※ 3 6 3 6 9 1 1 0 0 11 大圣收了金箍棒，整肃衣裳，扭捏作个斯文气象。（《西游记》第59回）

月 月亮※ 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 何道就乘此机会，走到女墙边月亮去处，假意解手，护起那物来。（《初刻拍案
惊奇》第31巻）

浄 乾浄 14 14 41 25 18 5 0 0 19 48 八戒道：“哥哥，你要图干净，只作成我下水。”（《西游记》第22回）

熱 熱腸 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 王太道：“相公一片热肠救你，那指望报答 ?但愿你此去改行从善，莫负相公起
死回生之德。”（《醒世恒言》第30卷）

精 成精的 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 那虎狼彪豹子，马鹿山羊，都是成精的妖怪。（《西游记》第89回）
緊 不要緊 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 万事多不要紧，只愿他易长易成。（《初刻拍案惊奇》第13巻）

遞 遞過 0 0 2 3 3 1 0 0 4 0 到得他山寨里面，见邓龙时，把索子拽脱了活结头，小人便递过禅杖与师父你。
（《水浒传》第17回）

鬆 鬆了 3 1 2 5 8 0 0 0 3 7 这不难，等我先把帘子上的系带解松了。（《二刻拍案惊奇》第14卷）

等 我們 44 33 94 120 109 39 0 0 222 440 禄星道：“我们一向久阔尊颜。有失恭敬，今因孙大圣搅扰仙山，特来相见。”
（《西游记》第26回）

當 勾當 7 6 36 22 35 3 2 0 48 29 只得母子二人逃上延安府去 ,投托老种经略相公处勾当。（《水浒传》第2回）
怪 嗔怪 4 7 2 5 4 1 0 0 8 2 我说出来，叔叔不要嗔怪。（《警世通言》第31回）
合 合同 0 0 0 38 2 1 0 0 0 6 有烦老客长做主，写个合同文书，好成交易。（《初刻拍案惊奇》第1巻）
休 罷休 5 3 9 1 0 1 2 0 15 2 我猜着你两个多时不见，一定要早睡，收拾了罢休。（《水浒传》第21回）
果 果然 62 59 111 134 172 37 6 60 61 198 长老，你幸此间收得个好徒，甚喜甚喜，此人果然去得。（《西游记》第14回）
敢 豈敢 6 15 27 7 12 0 2 11 5 7 房德道：“恩相在上，侍坐已是僭妄，岂敢抗礼？”（《醒世恒言》第30卷）

行 在行 1 2 4 12 16 3 0 1 3 12 买的多不在行，伸伸舌，摇摇头，恐怕做错了生意，折了重本。（《二刻拍案惊
奇》第1卷）

破 梳弄 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 偶然有个金二员外，大富之家，情愿出三百两银子，梳弄美娘。（《醒世恒言》
第1卷）

害 害病 2 3 2 2 1 0 0 0 3 2 公子说：“我若南京再娶家小，五黄六月害病死了我。”（《警世通言》第24卷）
消 何消 2 1 10 4 4 2 0 0 5 0 小姐何消行此大礼？有话请起来说。（《醒世恒言》第36卷）

起作興 起身 69 81 177 56 78 31 0 42 174 66 今早巳牌时分，不见起身，上楼看时，已杀在被中。（《醒世恒言》第16卷）
小 非同小可 4 1 8 8 10 0 0 0 14 0 正是应谣言的人，非同小可！（《水浒传》第39回）

僅纔 適纔 6 19 19 38 24 13 3 2 0 28 久闻他家娘子，生得标致，适才同你出来，掩在门里的，想正是他了。（《初刻
拍案惊奇》第6巻）

長 不長進 0 1 2 5 2 2 0 0 1 1 元来那婆子虽数上了三十多个年头，十分的不长进。（《初刻拍案惊奇》第20巻）

高 高手 2 2 1 2 13 0 0 0 5 0 自此日着日高，是村中有名会下棋的高手，先前曾饶过国能几子的，后来多反
受国能饶了，还下不得两平。（《二刻拍案惊奇》第2卷）

張 (貼 ) 主張 7 6 0 14 29 3 3 6 31 10 寨中头领主张不定，请兄长军师早早收兵回来，且解山寨之难。（《水浒传》第64回）
思 相思 15 12 7 11 6 0 23 0 3 3 普天下害相思的。不似你这般样饿鬼。（《西厢记》第25出）
憶 記不得 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 童子曰：“我记不得许多名字。”（《三国演义》第37回）
念 念頭 10 3 25 17 23 2 0 0 9 0 若是张贡生闻得此言，转了念头，还是老大的造化。（《二刻拍案惊奇》第4卷）

憐 情人 6 3 4 2 4 0 2 0 0 0 情人自怜情人，犹才人自怜才人，若不关痛痒，必非臭味耳。（《喻世明言》第
12卷）

感 感激 6 8 14 17 16 1 0 0 6 13 王生见吕大为他辩诬，俱各致个不安，互相感激。（《初刻拍案惊奇》第11巻）
喜 有喜 0 3 2 1 3 0 1 3 1 1 就有个把有手段的忖道：“象是有喜的脉气。”（《初刻拍案惊奇》第20巻）
懽歡驩 歡喜 60 49 85 71 61 15 1 10 71 168 那菩萨闻得此言，满心欢喜。（《西游记》第8回）
傚倣 學好 3 3 6 6 8 0 0 0 1 1 相公日前训诫小人，也只是要小人学好。（《二刻拍案惊奇》第27卷）
冤 冤家 10 67 14 48 19 1 3 0 4 8 有分撞着五百年前夙世的冤家，双双受到国家刑法。（《警世通言》第13卷）
忿 好不熱 3 1 4 2 2 1 0 0 0 0 只不听汪朝奉来，斜坐灯前，心里好不热！（《三刻拍案惊奇》第6回）
會 會得 10 5 11 11 10 6 3 1 7 8 也会得使人喜，也会得使人怒。（《初刻拍案惊奇》第20巻）
筭 筭得 1 3 3 7 8 0 0 0 0 3 偶尔戏言，并无什么文书契约，怎算得真？（《二刻拍案惊奇》第2卷）

※印は，徂徠の解説（【表1】参照）と実際の用例の意味がずれているもの。
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国
志
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
六
八
九
〜
一
七
〇
二
年
に
、《
水
浒
传
》
は
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
七
五
七
年
に
、

《
西
游
记
》
は
『
通
俗
西
遊
記
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
七
五
八
〜
一
八
三
一
年
に
、《
醒
世
恒
言
》
は
『
通
俗
醒
世
恒
言
』
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
一
七
八
九
年
に
、
翻
訳
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
）
20
（

、
徂
徠
は
当
時
の
そ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
で
こ
れ
ら
の
本
を
翻
訳
し
た
学

者
た
ち
に
む
し
ろ
先
ん
じ
て
唐
話
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
最
も
重
要
な
の
は
、
徂
徠
の
唐
話
知
識
の
正
確
性
が
ど
の
程
度
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。【
表
1
】
と
【
表
3
】
を
対
照
し
て

み
る
と
、
用
例
を
検
出
で
き
た
四
九
件
の
熟
語
の
う
ち
、
徂
徠
の
字
義
の
解
説
に
明
ら
か
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
【
表
3
】

で
※
印
を
付
し
た
三
件
の
み
で
あ
り
（
こ
の
三
件
に
つ
い
て
は
後
述
）、『
訳
文
筌
蹄
』
に
お
け
る
徂
徠
の
「
俗
語
」
の
解
説
は
き
わ
め
て

正
確
性
が
高
い
と
い
え
る
。
念
の
た
め
、
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

徂
徠
の
説
明
「
俗
語
ニ
空
閑
ハ
ヒ
マ
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
」

『
醒
世
恒
言
』
に
お
け
る
用
例
「
养
娘
常
叫
出
外
边
杂
差
杂
使
，
不
容
他
一
刻
空
闲
」（
女
中
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
表
へ
呼
び
出
さ
れ
て
あ
れ

こ
れ
こ
き
つ
か
わ
れ
、
い
っ
と
き
の
暇
も
与
え
ら
れ
な
い
）
21
（

）。

徂
徠
の
説
明
「
俗
語
ニ
サ
ビ
シ
キ
コ
ト
ヲ
冷
静
ト
イ
フ
」

『
喩
世
明
言
』
に
お
け
る
用
例
「
只
有
牙
婆
是
穿
房
入
戸
的
、
女
眷
多
們
怕
冷
静
時
，
十
个
九
个
到
要
扳
他
来
往
」（
周
旋
婆
だ
け
は

ど
こ
の
家
へ
で
も
も
ぐ
り
こ
ん
で
行
く
の
で
、
さ
び
し
さ
を
か
こ
っ
て
い
る
奥
さ
ん
た
ち
は
十
中
八
九
ひ
っ
か
か
て
付
き
あ
い
を
は
じ
め
る
も
の
で

あ
る
）
22
（

）。
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以
上
の
よ
う
に
、「
俗
語
」
に
つ
い
て
の
徂
徠
の
説
明
は
、
当
時
の
用
例
に
照
ら
し
て
、
お
お
む
ね
正
確
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
た
と
え

ば
、
次
の
よ
う
な
例
を
参
照
す
る
と
、
徂
徠
の
説
明
は
簡
略
す
ぎ
て
そ
の
語
彙
の
用
法
を
十
分
に
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

徂
徠
の
説
明
「
俗
語
ニ
事
ヲ
ス
ル
コ
ト
ヲ
勾
當
ト
云
フ
」

『
水
滸
伝
』
の
用
例
⑵　
「
全
不
晓
得
路
途
上
的
勾
当
艰
难
！
」（
道
中
が
ど
ん
な
に
危
な
い
か
て
ん
で
わ
か
っ
ち
ゃ
い
な
い
ん
だ
）
23
（

）。

こ
こ
で
は
、「
途
上
的
勾
当
」
は
、「
道
中
で
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
柄
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
徂
徠
の
「
事
ヲ
ス
ル
コ

ト
」
と
い
っ
た
簡
略
な
説
明
で
は
、
こ
の
よ
う
な
実
際
の
多
様
な
用
例
は
十
分
に
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
限
り
で
は
、

『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗
語
」
解
説
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
な
限
界
は
当
時
の
唐
話
辞
書

一
般
に
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
水
準
か
ら
す
る
と
徂
徠
は
唐
話
学
者
た
ち
に
匹
敵
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

次
に
、
訳
社
で
の
唐
話
学
習
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
『
唐
話
類
纂
』（
写
本
）、
当
時
の
唐
話
辞
書
と
し
て
最
も
有
名
な

『
唐
話
纂
要
』（
享
保
元
〔
一
七
一
六
〕
年
刊
）
の
解
説
と
『
訳
文
筌
蹄
』
の
解
説
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

唐
話
学
者
で
訳
社
の
講
師
を
務
め
て
い
た
岡
嶋
冠
山
の
著
作
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
徂
徠
と
冠
山
の
間
に
は
親
交
が
あ
り
、『
唐

話
類
纂
』
の
巻
頭
に
は
荻
生
徂
徠
を
は
じ
め
と
す
る
訳
社
の
関
係
者
の
名
前
も
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
か
た
ち
で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
と
重
な
る
例
は
、『
唐
話
類
纂
』
が
一
三
ヶ
所
（
月
亮
・
何

消
・
利
害
・
冷
静
・
斯
文
・
主
張
・
有
喜
・
冤
家
・
梳
弄
・
箸
子
・
動
不
動
・
好
得
緊
・
兊
銀
子
）、『
唐
話
纂
要
』
が
一
〇
ヶ
所
（
起

身
・
空
閑
・
冷
静
・
斯
文
・
我
們
・
利
害
・
月
亮
・
動
不
動
・
不
長
進
・
箸
子
）
で
あ
る
。
重
な
る
例
は
、
い
ず
れ
の
字
書
に
お
い
て
も

ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
三
ヶ
所
（「
月
亮
」「
有
喜
」「
動
不
動
」）
を
除
い
て
、
両
者
の
説
明
は
一
致
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
、
両
者
の
説
明
が
食
い
違
っ
て
い
る
三
ヶ
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
「
月
亮
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

『
唐
話
類
纂
』『
唐
話
纂
要
』
は
い
ず
れ
も
「
ツ
キ
ノ
ヨ
」
と
説
明
し
て
お
り
、『
訳
文
筌
蹄
』
は
「
月
ノ
ア
カ
リ
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、【
表
3
】
で
挙
げ
た
検
索
結
果
で
も
、「
月
亮
」
が
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
用
例
は
な
く
、『
唐
話
類
纂
』『
唐
話
纂

要
』
の
説
明
も
『
訳
文
筌
蹄
』
の
説
明
も
間
違
っ
て
い
る
と
い
え
る
）
24
（

。
で
は
徂
徠
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
間
違
い
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、「
月
亮
」
と
い
う
語
彙
の
用
例
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
唐
代
の
李
益
の
詩
「
奉
酬
崔
員
外
副
使
攜
琴
宿
使
院

見
示
」
の
な
か
の
「
庭
木
已
衰
空
月
亮
、
城
砧
自
急
對
霜
繁
」
が
早
い
時
期
の
用
例
と
し
て
見
つ
か
る
。
こ
こ
で
の
「
月
亮
」
は
「
月
」

と
「
亮
」
が
主
語
・
述
語
の
関
係
に
な
っ
て
お
り
、【
表
3
】
に
挙
げ
た
用
例
と
同
様
、「
月
が
明
る
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
漢
詩
、

と
り
わ
け
唐
詩
に
詳
し
か
っ
た
徂
徠
は
、
唐
詩
の
用
例
に
引
っ
張
ら
れ
て
間
違
っ
た
説
明
を
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
「
有
喜
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
徂
徠
は
「
俗
語
ニ
有
喜
ト
云
フ
ハ
婦
人
ノ
孕
ム
コ
ト
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、

冠
山
は
『
唐
話
類
纂
』
に
お
い
て
「
ヨ
ロ
コ
ヒ
ヲ
シ
タ
」
と
説
明
し
て
い
る
。「
有
喜
」
と
い
う
語
彙
を
検
索
し
て
み
る
と
、
当
時
の
白

話
小
説
の
う
ち
に
、
ど
ち
ら
の
意
味
の
用
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
徂
徠
も
冠
山
も
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
の
説
明

も
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。【
表
3
】
の
「
有
喜
」
の
用
例
全
一
五
例
の
う
ち
、
徂
徠
の
説
明
す
る
意
味
で
の
用
例
は
、
表
中
に
引

用
し
た
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、「
動
不
動
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
徂
徠
は
「
ゼ
ヒ
ニ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
熟
語
は
当
時

「
や
や
も
す
れ
ば
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
徂
徠
の
説
明
は
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
冠
山
は
、「
ヤ
﹅

モ

ス
レ
ハ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
正
確
に
説
明
し
て
い
る
。

い
ま
見
た
の
は
、
徂
徠
の
説
明
と
冠
山
の
説
明
が
食
い
違
っ
て
い
て
徂
徠
の
説
明
が
誤
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
既
述
の
「
月

亮
」「
動
不
動
」
に
加
え
て
徂
徠
の
説
明
が
間
違
っ
て
い
る
も
う
一
つ
の
ケ
ー
ス
（「
斯
文
」）
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
非
常
に
興
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味
深
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
徂
徠
は
、「
斯
文
」
に
つ
い
て
、「
キ
ヤ
シ
ヤ
」（
華
奢
）
の
意
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
説

明
は
、
原
義
か
ら
遠
ざ
か
り
す
ぎ
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
の
用
例
は
見
出
し
が
た
い
。
興
味
深
い
の
は
、『
唐
話
纂
要
』
も
『
唐
話
類
纂
』

も
「
斯
文
」
に
つ
い
て
「
キ
ヤ
シ
ヤ
」
と
説
明
し
て
い
る
点
で
、
徂
徠
は
冠
山
の
説
明
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
【
表
1
】
に
整
理
し
た
徂
徠
の
説
明
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
次
の
個
所
が
注
目
さ
れ
る
。
徂
徠
は
、「
快
忺
慊
」
字

の
解
説
に
お
い
て
、「
俗
語
ニ
…
箸
ヲ
快
子
ト
云
フ
」
と
説
明
し
て
お
り
、「
箸
子
」
の
「
箸
」
字
は
「
快
」
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
中
国
語
に
は
「
快
子
」
と
い
う
語
彙
は
な
く
、
こ
の
語
彙
を
当
時
の
白
話
小
説
の
う
ち
に
検
索
し
て
み
て

も
一
例
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
説
明
は
間
違
い
な
の
で
あ
る
が
、
で
は
な
ぜ
徂
徠
は
こ
の
よ
う
な
間
違
い
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
冠
山
の
著
作
を
参
照
し
て
み
る
と
、『
唐
話
類
纂
』
も
『
唐
話
纂
要
』
も
「
箸
子
」
を
「
ハ
シ
」
と
説

明
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
唐
話
類
纂
』
は
「
箸
子
」
の
次
に
「
快
子
」
と
い
う
項
目
を
設
け
て
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
ハ
シ
」
と
説
明
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
が
「
箸
ヲ
快
子
ト
云
フ
」
と
間
違
っ
た
説
明
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
冠
山
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事

例
は
、
冠
山
の
誤
り
ま
で
踏
襲
し
て
し
ま
う
く
ら
い
徂
徠
の
唐
話
知
識
は
冠
山
に
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
斯
文
」
や
「
快
子
」
の
説
明
は
特
殊
な
事
例
と
し
て
し
ば
ら
く
措
く
と
す
れ
ば
、
総
じ
て
荻
生
徂
徠
の
『
訳
文
筌
蹄
』
に
見
ら
れ
る

唐
話
知
識
に
は
訳
社
の
講
師
岡
嶋
冠
山
か
ら
学
ん
だ
内
容
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
同
書
の
水
準
を
高
め
て
い
た
と
い
え

る
。

4　
「
俗
語
」
知
識
か
ら
見
た
荻
生
徂
徠
の
言
語
観
と
徂
徠
学

す
で
に
略
述
し
た
よ
う
に
、
荻
生
徂
徠
の
唐
話
知
識
に
は
い
く
つ
か
の
背
景
が
あ
る
。
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ま
ず
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
黄
檗
僧
が
多
く
の
唐
話
知
識
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
荻
生
徂
徠
を
召
し
抱
え
た
柳
沢
吉
保

は
、
と
く
に
黄
檗
宗
と
親
密
で
あ
り
、
黄
檗
宗
に
入
道
参
禅
し
、
徂
徠
と
黄
檗
僧
と
の
交
流
の
契
機
を
な
し
た
。
こ
れ
は
早
く
も
一
六
九

二
（
元
禄
五
）
年
に
吉
保
が
黄
檗
僧
の
高
泉
性
潡
に
法
要
を
依
頼
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
六
九
六
（
元
禄
九
）

年
に
徂
徠
が
吉
保
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
と
き
に
は
す
で
に
吉
保
の
周
り
に
は
多
く
の
黄
檗
僧
が
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
徂
徠
が
黄
檗
僧
と

交
流
し
た
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
に
来
日
し
た
悦
峯
と
一
七
〇
七
（
宝
永
四
）
年
に
筆
談
し
た

記
録
な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
徂
徠
が
熱
心
に
悦
峯
に
中
国
語
に
つ
い
て
尋
ね
る
様
子
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
筆
談
で
徂
徠
が

使
っ
て
い
る
語
彙
に
は
、「
小
的
」「
豈
」
な
ど
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗
語
」
解
説
で
言
及
さ
れ
て
い
る
唐
話
知
識
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
記
録
が
少
な
く
詳
細
は
知
り
え
な
い
も
の
の
、
徂
徠
の
唐
話
知
識
の
一
部
は
、
こ
の
よ
う
に
黄
檗
僧
な
ど
と
の
交
流
か
ら
直
接

得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
前
章
で
『
訳
文
筌
蹄
』
と
の
比
較
で
取
り
上
げ
た
『
唐
話
類
纂
』『
唐
話
纂
要
』
な
ど
の
著
者
岡
嶋
冠
山
も
徂
徠
の
唐
話
知
識

と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
冠
山
は
長
崎
出
身
で
、
唐
通
事
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
唐
話
に
精
通
し
て
い
た
人
物
で
、
一
七
〇
一

（
元
禄
一
四
）
年
に
長
崎
を
出
て
江
戸
に
出
向
か
っ
た
。
冠
山
は
「
徠
翁
華
音
の
師
な
り
）
25
（

」
と
さ
れ
る
人
物
で
、
一
七
一
一
（
正
徳
元
）

年
に
荻
生
徂
徠
に
招
か
れ
訳
社
の
講
師
と
な
り
、
江
戸
の
儒
学
者
の
唐
話
学
習
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
ち
ょ
う
ど
『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
の

刊
行
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
に
、
岡
嶋
冠
山
が
訳
社
で
講
師
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
岡
嶋
冠
山
に
先
立
っ
て
、
鞍
岡
玄
昌
や

中
野
撝
謙
な
ど
唐
話
に
長
じ
た
人
物
が
徂
徠
の
周
り
に
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
（
注
14
・
17
参
照
）。

と
こ
ろ
で
、
岡
嶋
冠
山
は
、
唐
話
学
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
白
話
小
説
の
紹
介
者
で
も
あ
っ
た
。
現
在
の
研
究
に
お
い
て
は
、
岡
嶋

冠
山
は
、
唐
話
学
者
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
、
白
話
小
説
を
近
世
日
本
に
紹
介
し
普
及
さ
せ
た
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
）
26
（

。
こ
の
点

は
、
徂
徠
の
唐
話
知
識
の
あ
る
部
分
が
白
話
小
説
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
唐
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話
を
学
ぶ
う
え
で
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

徂
徠
の
「
俗
語
」
知
識
の
水
準
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
三
章
で
み
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
「
俗
語
」
知
識
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
徂
徠
の
言
語
観
、
さ
ら
に
は
の
ち
に
成
立
す
る
徂
徠
学
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
繰
り
返
し

て
言
え
ば
、
徂
徠
の
『
訳
文
筌
蹄
』
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
曖
昧
な
同
訓
異
義
字
の
意
味
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し

た
字
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
字
ご
と
に
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
形
式
と
し
て
は
（
唐
話
の
字
書
で
は
な
く
）
伝
統
的
な
字
書
に

近
い
。
こ
の
字
書
で
、
徂
徠
は
、
字
義
を
厳
密
に
弁
別
し
中
国
語
を
日
本
語
に
正
確
に
訳
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
う
だ
と
す

る
と
、
こ
の
字
書
に
お
い
て
、
徂
徠
が
「
俗
語
ニ
…
」
と
い
う
か
た
ち
で
書
き
込
ん
だ
唐
話
知
識
の
説
明
は
、
一
見
す
る
と
、
余
分
な
知

識
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
第
三
章
で
み
た
徂
徠
の
唐
話
知
識
の
正
確
さ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
が
た
だ
の
「
余
技
」（
前
引
の

六
角
恒
広
の
言
葉
）
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
訳
文
筌
蹄
』
は
、
一
つ
一
つ
の
漢
字
に
つ
い
て
説
明
す
る
古
典
的
な
中
国
語
の
辞
書
と
、
主
に
二
字
語
以
上
の
長
さ
の
語
彙
を
説
明

す
る
唐
話
字
書
と
の
あ
い
だ
に
成
立
し
た
、
日
本
人
学
習
者
の
た
め
の
同
訓
異
義
字
書
で
あ
る
。
こ
の
『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗
語
ニ
…
」

と
い
う
解
説
の
部
分
で
、
単
独
の
漢
字
に
つ
い
て
俗
語
の
使
い
方
を
説
明
し
て
い
る
例
は
、
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
当
時
の

唐
話
辞
書
は
ほ
ぼ
二
字
語
か
ら
は
じ
ま
る
の
に
対
し
て
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
こ
の
独
特
と
言
え
る
現
象
は
、
徂
徠
の
言
語
観
を
示
し
て
い

る
。
同
訓
異
義
字
の
意
味
の
弁
別
を
目
的
と
す
る
『
訳
文
筌
蹄
』
に
お
い
て
て
は
、「
俗
語
」
の
知
識
は
、
付
加
的
な
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
徂
徠
に
と
っ
て
こ
の
付
加
的
な
情
報
は
、
け
っ
し
て
余
分
な
も
の
で
は
な
く
、
現
実
に
運
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
一
部
で
あ
り
、

そ
の
限
り
で
、
そ
の
言
葉
の
意
味
の
重
要
な
一
部
で
あ
っ
た
。
徂
徠
は
、
同
訓
異
義
字
の
意
味
を
弁
別
す
る
に
際
し
、
同
時
代
の
中
国
で

現
実
に
運
用
さ
れ
て
い
る
俗
語
の
意
味
を
も
含
め
て
示
す
こ
と
で
、
そ
の
字
義
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
、
言
語
に
対
し
て
総
合
的
な
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
な
か
で
も
と
く
に
現
在
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
唐
話
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
そ
の
理
解
に
熱
心
に
取
り
込
ん
だ
。
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
武
内
真
弓
は
、
荻
生
徂
徠
の
唐
話
研
究
は
「
中
国
の

古
典
の
研
究
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
（
注
3
参
照
）、
本
稿
で
紹
介
し
た
『
訳
文
筌
蹄
』

に
見
ら
れ
る
唐
話
知
識
が
中
国
古
典
の
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
荻
生
徂
徠
の
中
国
語
へ
の
関
心
は
、
中
国

古
典
の
研
究
に
従
属
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
徂
徠
学
成
立
前
後
に
始
ま
る
明
律
の
研
究
で
あ
る
。
徂
徠
学
は
享
保
初
年
に
成
立
し
、
そ
の
思

想
は
徂
徠
の
五
十
歳
頃
以
降
の
著
作
で
あ
る
『
弁
道
』『
弁
名
』『
論
語
徴
』『
答
問
書
』『
太
平
策
』『
政
談
』
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
見
え
る
徂
徠
の
考
え
に
よ
る
と
、
道
と
は
す
な
わ
ち
「
先
王
の
道
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
客
観
的
か
つ
具
体
的
な
も
の
で
あ

る
）
27
（

。
彼
に
よ
る
と
、
道
と
は
先
王
の
遺
し
た
「
礼
楽
刑
政
」
と
い
う
制
度
文
物
で
あ
り
、
彼
は
古
代
中
国
の
聖
人
が
建
て
た
制
度
に
強
い

関
心
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
の
制
度
へ
の
関
心
が
、
古
代
中
国
の
制
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
引
用
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
徂
徠
は
、『
太
平
策
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
量
ノ
人
、
飛
耳
長
目
ノ
道
ヲ
以
テ
、
古
ノ
聖
人
ノ
制
度
ト
、
漢
唐
宋
明
ノ
制
度
ト
、
吾
国
上
古
ノ
制
度
ト
、
今
日
ノ
制
度
ト
、
ツ

キ
合
セ
見
ル
ト
キ
ハ
、
昔
ナ
ク
テ
今
ア
ル
コ
ト
、
昔
ア
リ
テ
今
ナ
キ
コ
ト
、
明
ラ
カ
ニ
知
ル
﹅

故
、
当
世
ノ
ナ
リ
カ
タ
チ
見
ユ
ル
ナ

リ
）
28
（

。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
徂
徠
は
、「
当
世
ノ
ナ
リ
カ
タ
チ
」
を
知
る
た
め
に
は
、「
古
ノ
聖
人
ノ
制
度
」
と
「
漢
唐
宋
明
ノ
制
度
」
と

「
吾
国
上
古
ノ
制
度
」
と
「
今
日
ノ
制
度
」
を
「
ツ
キ
合
セ
見
ル
」
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
徂
徠
学
成
立
後
の
徂
徠
は
、
中
国
・

18
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日
本
の
各
時
代
の
制
度
に
広
く
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
徂
徠
学
の
成
立
と
蘐
園
に
お
け
る
明
律
研
究
の
開
始
が
と
も
に

享
保
初
年
で
あ
る
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
。

本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
徂
徠
は
、
若
い
頃
か
ら
唐
話
へ
の
関
心
を
持
ち
、
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
に
は
唐
話
の
勉
強

会
で
あ
る
「
訳
社
」
を
組
織
す
る
な
ど
そ
の
学
習
を
進
め
、『
訳
文
筌
蹄
』
が
刊
行
さ
れ
た
正
徳
四
・
五
（
一
七
一
四
・
一
五
）
年
に
は
、

す
で
に
か
な
り
高
い
水
準
の
唐
話
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
本
稿
に
と
っ
て
の
最
後
の
課
題
は
、
こ
の
知
識
が
徂
徠
学
成
立
以
後
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
と
関
わ
っ
て
重
要
な
の
は
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
の
香
国
禅
師
宛
書
簡
で
あ
る
。
そ
こ
で
徂
徠
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。大

氐 

明
律
の
解
き
難
き
者
は
、
此
の
方
の
学
者 

俗
語
を
諳
ぜ
ざ
る
に
過
ぎ
ず
。
…
不
佞 

嘗
て
明
律
を
読
み
、
頗
る
工
夫
を
費
や

す
。
後
来 

広
く
群
書
を
捜
り
、
明
代
官
府
中
の
事
体
に
通
暁
す
る
を
得
。
而
る
後
頭
を
回
し
て
以
て
看
れ
ば
、
則
ち
律
令
の
書 

明

ら
か
な
る
こ
と
掌
を
指
す
が
如
し
。
是
れ
国
字
解
の
作
る
所
以
な
り
）
29
（

。

徂
徠
は
、「
明
律
を
読
」
む
に
あ
た
り
、「
頗
る
工
夫
を
費
」
や
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
明
律
を
研
究
す
る
た
め
に
徂
徠
が
し
た
努
力
に

は
、「
広
く
群
書
を
捜
り
、
明
代
官
府
中
の
事
体
に
通
暁
す
る
」
と
い
う
制
度
の
研
究
だ
け
で
な
く
、「
俗
語
を
諳
」
ず
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
唐
話
の
学
習
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、『
訳
文
筌
蹄
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
俗
語
知
識
が
具
体
的
に
『
明
律
国
字
解
』
で
活
用

さ
れ
て
い
る
事
例
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
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明
律
の
原
文　

一
聴
選
官
吏
監
生
人
等
借
債
與
債
主
及
保
人
同
赴
任
所
）
30
（

…

「
保
人
」
に
関
す
る
徂
徠
の
解
説　
「
保
人
は
、
証
人
な
り
」

『
訳
文
筌
蹄
』
に
お
け
る
「
保
人
」
の
説
明　
「
保
戸
保
人
皆
ウ
ケ
ア
ヒ
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」

「
保
人
」
と
は
、
現
代
語
で
い
え
ば
、
保
証
人
の
こ
と
で
あ
る
。『
明
律
国
字
解
』
に
お
い
て
、
徂
徠
は
、
保
証
人
と
い
う
意
味
で
「
証

人
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、「
保
人
は
、
証
人
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
『
訳
文
筌
蹄
』
を
参
照
し
て
み
る

と
、「
保
戸
保
人
皆
ウ
ケ
ア
ヒ
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
時
点
で
徂
徠
が
こ
の
俗
語
語
彙
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
表
現
の
細
部
に
違
い
は
あ
る
が
、『
訳
文
筌
蹄
』
の
俗
語
知
識
が
『
明
律
国
字
解
』
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

荻
生
徂
徠
に
お
け
る
、『
訳
文
筌
蹄
』
が
刊
行
さ
れ
た
正
徳
年
間
か
ら
、
徂
徠
学
が
成
立
し
た
享
保
年
間
へ
の
展
開
は
、
唐
話
研
究
会

（「
訳
社
」）
か
ら
、
明
律
研
究
会
へ
の
展
開
で
も
あ
っ
た
。
前
者
は
、
オ
ー
プ
ン
な
唐
話
学
習
会
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
「
条
約
」

を
結
ん
で
秘
密
を
守
る
こ
と
を
約
し
た
う
え
で
な
さ
れ
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
同
時
代
中
国
の
制
度
の
研
究
会
で
あ
っ
た
）
31
（

。
こ
の
よ
う
な
展

開
の
背
景
に
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
太
平
策
』
の
一
節
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
明
律
の
研
究
に
は
唐
話
の
知
識
が
必
要
で
あ
り
、「
訳
社
」
の
講
師
岡
島
冠
山
も
、
そ
こ
に
学
ん
だ
荻
生
北
渓
も
、
明
律
の
研
究
に

関
わ
っ
て
い
く
が
）
32
（

、
唐
話
の
知
識
に
、
徂
徠
学
成
立
後
の
制
度
へ
の
関
心
を
加
え
た
荻
生
徂
徠
は
、
明
律
研
究
の
白
眉
と
さ
れ
る
『
明
律

国
字
解
』
を
著
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
論
じ
て
き
た
内
容
か
ら
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
約
百
年
経
つ
時
期
の
、
荻
生
徂
徠
が
生
活
す
る
江
戸
社
会
に
お
い
て
、
好
学
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の
風
潮
の
な
か
、
中
国
語
へ
の
関
心
も
知
識
の
水
準
も
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
っ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
荻
生
徂

徠
は
、
そ
の
な
か
で
、
俗
語
を
読
ん
だ
り
使
っ
た
り
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
い
ち
早
く
唐
通
事
・
黄
檗
僧
な
ど
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て

唐
話
を
学
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
伝
播
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

本
稿
が
課
題
と
し
た
の
は
、
そ
の
荻
生
徂
徠
に
お
け
る
唐
話
の
知
識
の
由
来
と
理
解
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
徂

徠
学
成
立
以
後
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
〜
三
節
で
は
、
徂
徠
の
唐
話
知
識
を
『
訳
文
筌
蹄
』
の
「
俗

語
ニ
…
…
」
と
い
う
部
分
を
通
じ
て
分
析
し
、
そ
れ
が
極
め
て
正
確
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
唐
話
知
識
の
由

来
の
背
景
に
黄
檗
僧
や
岡
嶋
冠
山
が
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
第
四
節
で
は
、
そ
の
よ
う
な
徂
徠
の
唐
話
へ
の
関
心
が
、

徂
徠
学
成
立
後
、
明
律
の
研
究
に
も
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
徂
徠
の
唐
話
へ
の
関
心
は
、
余
技
で
も
、
古
典
研
究
に

従
属
す
る
も
の
で
も
な
く
、
制
度
へ
の
関
心
を
示
し
た
徂
徠
学
の
一
部
と
化
し
、
同
時
代
の
中
国
の
制
度
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
重
要
な

役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

奥
村
佳
代
子「
岡
島
冠
山『
唐
話
纂
要
』考
」『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』一
七
号
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
一
頁
。
同『
江
戸
時
代
の
唐
話
に
関

す
る
基
礎
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）も
参
照
。

（
2
） 

こ
こ
で
い
う「
唐
話
」と
は
、
古
典
漢
文
と
は
区
別
さ
れ
る
、
当
時
の
現
代
中
国
語
の
話
し
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
。

（
3
） 

武
内
真
弓「
話
さ
れ
な
い「
唐
話
」―
荻
生
徂
徠
の
唐
話
観
」（『
中
國
學
研
究
論
集
』三
三
号
、
広
島
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
）は
、
ほ
ぼ
同
時

期
あ
る
い
は
徂
徠
よ
り
少
し
前
に
雨
森
芳
洲
が
長
崎
で
唐
話
を
学
ん
で
い
る
が
、
芳
洲
が
唐
話
を
学
ん
だ
の
は
対
馬
藩
で
の
実
務
の
必
要
か
ら
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
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（
4
） 

石
崎
又
造『
近
世
日
本
に
お
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
〇
年
、
九
頁
。

（
5
） 

吉
川
幸
次
郎「
徂
徠
学
案
」（
同『
仁
斎
・
徂
徠
・
宣
長
』岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）参
照
。

（
6
） 

徂
徠
と『
六
諭
衍
義
』『
明
律
国
字
解
』と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
石
直
昭『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）参
照
。

（
7
） 「
崎
陽
」は
長
崎
の
こ
と
。「
崎
陽
之
学
」は
、
長
崎
の
唐
通
事
の
、
話
さ
れ
る
中
国
語
に
つ
い
て
の
知
識
を
指
す
。

（
8
） 
原
双
桂『
過
庭
紀
談
』、『
日
本
随
筆
大
成
』新
装
版
第
一
期
第
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
一
〇
頁
。

（
9
） 
六
角
恒
広『
中
国
語
教
育
史
の
研
究
』東
方
書
店
、
一
九
八
八
年
、
四
〇
七
頁
。

（
10
） 

前
掲
武
内「
話
さ
れ
な
い「
唐
話
」」、
八
一
頁
。

（
11
） 

日
本
に
お
い
て
は
、
前
掲
吉
川「
徂
徠
学
案
」の
ほ
か
、
前
野
直
彬「
徂
徠
と
中
国
語
お
よ
び
中
国
文
学
」（『
日
本
の
名
著
16 

荻
生
徂
徠
』中
央
公

論
社
、
一
九
八
三
年
）、
黒
住
真「『
訳
文
筌
蹄
』を
め
ぐ
っ
て
」（
同『
近
世
日
本
社
会
と
儒
教
』ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
一
九
九
五

年
）、
田
尻
佑
一
郎「〈
訓
読
〉問
題
と
古
文
辞
学
―
荻
生
徂
徠
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
村
春
作
他
編『「
訓
読
」論
―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本
語
』勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
村
上
雅
孝「
荻
生
徂
徠
と
そ
の
言
語
の
世
界
」（
同『
近
世
漢
字
文
化
と
日
本
語
』お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
年
）、
岡
田
袈

裟
男『
江
戸
異
言
語
接
触
』第
二
版（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）な
ど
。
中
国
に
お
い
て
は
、
劉
芳
亮「
荻
生
徂
徕
的
翻
译
思
想
」（『
解
放
军
外
国

语
学
院
学
报
』三
二
卷
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
張
妍「
語
言
学
与
思
想
史
双
重
視
域
下
解
読
荻
生
徂
徠《
訳
文
筌
蹄
》」（『
外
国
問
題
研
究
』二
〇
一

八
年
第
一
巻
）、
張
博「
荻
生
徂
徠
的
訓
読
論
」（『
深
圳
大
学
学
報（
人
文
社
会
科
学
版
）』三
三
巻
第
二
期
、
二
〇
一
六
年
）な
ど
。

（
12
） 

吉
川
幸
次
郎
・
戸
川
芳
郎
等
編『
漢
語
文
典
叢
書
』第
三
巻（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）所
収
。
先
行
研
究
と
し
て
、
武
内
真
弓「
荻
生
徂
徠
の
言

語
観
―『
訳
文
筌
蹄
』初
編
と「
国
会
本
」の
比
較
か
ら
」（『
中
国
言
語
文
化
研
究
』一
四
号
、
佛
教
大
学
中
国
言
語
文
化
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）

参
照
。

（
13
） 

本
稿
で
は
、
漢
文
の
資
料
を
引
用
す
る
場
合
は
、
筆
者
の
責
任
で
書
き
下
し
て
引
用
す
る
。

（
14
） 

一
七
六
九（
明
和
六
）年
に『
訳
文
筌
蹄
』初
編
の
索
引
と
し
て
出
版
さ
れ
た『
訳
文
筌
蹄
字
引
』（『
漢
語
文
典
叢
書
』第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九

七
九
年
）の
見
返
し
に
は
、「
方
今
、
海
内
の
学
士
、
訳
筌
を
手
に
せ
ざ
る
は
莫
き
な
り
」と
あ
る
。

（
15
） 

前
掲
平
石『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』五
二
頁
、
五
六
頁
、
一
七
七
〜
一
七
八
頁
参
照
。
鞍
岡
元
昌
は
長
崎
の
唐
通
事
の
子
で
、
江
戸
に
出
て
、
柳
沢

吉
保
に
召
抱
え
ら
れ
た
。
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荻生徂徠『訳文筌蹄』における「俗語」受容

（
16
） 

同
前
六
三
頁
参
照
。

（
17
） 

た
と
え
ば
、『
唐
話
類
纂
』で
は
冒
頭
に「
二
字
話
并
附
一
字
話
」が
置
か
れ
て
い
る
が
、「
一
字
話
」に
相
当
す
る
内
容
は
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま

れ
て
い
な
い
。

（
18
） 「
送
野
生
之
洛
序
」に
つ
い
て
は
、
荻
生
徂
徠
著
・
澤
井
啓
一
他
訳
注『
徂
徠
集 

序
類
』第
一
巻
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
三
六
〜
五

六
頁
参
照
。

（
19
） 

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
先
秦
か
ら
中
華
民
国
に
い
た
る
典
籍
が
幅
広
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
収
録
版
本
な
ど
の
書
誌
情
報
も
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
20
） 

三
言
二
拍
か
ら
四
〇
編
を
収
め
る『
今
古
奇
観
』は
一
八
一
四
年
に『
通
俗
古
今
奇
観
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
21
） 

訳
文
は
、
抱
瓮
老
人
編
・
駒
田
信
二
等
訳『
明
代
短
編
小
説
選
集　

今
古
奇
観
』第
一
巻
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
五
年
、
三
五
頁
に
よ
る
。

（
22
） 

同
前
第
三
巻
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
、
二
〇
三
頁
。

（
23
） 

施
耐
庵
作
・
駒
田
信
二
訳『
水
滸
伝
』、『
中
国
古
典
文
学
大
系
』第
二
八
巻
、
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
、
一
九
一
頁
。

（
24
） 

ち
な
み
に
、
徂
徠
よ
り
や
や
後
の
時
代
の
中
国
清
代
の
白
話
小
説『
紅
楼
夢
』の
な
か
で
は
、「
月
亮
」は
現
代
語
と
同
じ
く「
月
」の
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
。

（
25
） 

著
者
未
詳『
蘐
園
雑
話
』（『
続
日
本
随
筆
大
成
』第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）参
照
。

（
26
） 

代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
中
村
綾『
日
本
近
世
白
話
小
説
受
容
の
研
究
』二
〇
一
一（
汲
古
書
院
）参
照
。
な
お
、
近
世
日
本
に
お
い
て
白
話
小

説
が
い
か
に
読
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
川
島
優
子「
白
話
小
説
は
ど
う
読
ま
れ
た
か
」（
中
村
春
作
他
編『
続「
訓
読
」論
―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界

の
形
成
』勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）参
照
。

（
27
） 

こ
の
よ
う
な
徂
徠
の
道
の
捉
え
方
が
持
っ
た
思
想
史
的
意
味
に
つ
い
て
、
丸
山
真
男『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二

年
）以
来
、
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
28
） 

吉
川
幸
次
郎
等
編『
日
本
思
想
大
系
36　

荻
生
徂
徠
』岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
四
七
三
頁
参
照
。

（
29
） 

同
前
、
五
四
五
頁
。

（
30
） 

内
田
智
雄
・
日
原
利
国
校
訂『
明
律
国
字
解
』創
文
社
、
一
九
六
六
年
、
七
一
五
頁
参
照
。
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（
31
） 

明
律
研
究
会
の「
条
約
」に
つ
い
て
は
、
前
掲『
蘐
園
雑
話
』九
八
頁
参
照
。

（
32
） 

岡
島
冠
山
の
著
作『
唐
音
雅
俗
語
類
』に
は
明
律
の
語
彙
が
含
ま
れ
て
い
る
。
荻
生
北
渓
は
徂
徠
の
弟
で
、『
明
律
訳
』三
〇
巻
な
ど
、
明
律
の
研
究

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

（
大
学
院
博
士
前
期
課
程
学
生
）

24



摘要

荻生徂徠《译文筌蹄》中的唐话知识

张 茜

本文选取了日本江户时代的儒学家荻生徂徠（1666-1728）的中文词典著

作《译文筌蹄》，通过整理其中“俗語ニ…”的部分所出现的唐话知识，尝试

分析荻生徂徠的唐话知识（此处所讲的“唐话“指与古文相区别的，元明当时

的白话、口语）的来源及其对当时的唐话的理解情况。通过以上的分析，进一

步论证了这样的唐话知识对于徂徠的意义。

关于《译文筌蹄》，现有的先行研究多偏重于对其中体现的徂徠的言语观，

例如其著名的训读否定论、华音直读论的分析研究。本文的第 1-3 节通过将徂

徠在《译文筌蹄》中以“俗語ニ…”的形式提及的唐话词汇与其在中国元明当

时的白话小说中的使用情况进行比较，发现徂徠的唐话知识正确度极高，而他

的唐话知识大部分来源于来自长崎的冈岛冠山以及徂徠周边的黄檗僧等。第 4

节进一步论证了以上所见的徂徠对唐话的关心在徂徠学成立后，被应用于其对

明律的研究。由此可见，徂徠的唐话学习并非单纯的兴趣，也非为了帮助古

典汉语的理解，而是作为对中日古今制度多次显示出极强关心的徂徠学的一部

分，为其对同时代的中国的制度的研究起到了重要的作用。
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